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百相鍵盤『き』

パソコンの鍵盤で実現した文字盤入力方式

（09-05-30土 更新）

越川 和忠

考え方と入力操作の概要
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文字盤入力方式とは、邦文タイプライターや文字盤タブレットの

ように、使用可能な文字が並ぶ面上で、目的の文字を直接指して

入力して行く方式である。

文字は、通常、種類によって領域に分けて配置され、領域内では、

それぞれ分かりやすい順序で（例えば、漢字は五十音順のように）

並べられているので、全体の配置を把握して配列規則を拠り所に

すれば、文字の位置を知ることはそう難しい問題ではなくなる。

ただ、広い文字盤の細かい位置を次々指して文章を入力して行く

となると、必ずしも楽とはいえない。

そこで、文字鍵が指の届く範囲に収まる通常の鍵盤を広い文字盤

の階層的折り畳み形態のように使うことで、上記操作性の難点を

取り除き、打鍵で目的字に至る各段階の配列を順次盤面に示して、

文字の一覧性も保つ独自の仕組みが、この百相鍵盤である。
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即ち、百相鍵盤はキートップがダイナミックに替わる鍵盤である。

それをソフトウェア的に実現して、すべての文字が見通しのよい

最小限の打鍵操作で入る方式をパソコンの鍵盤で可能にしている。

ローマ字で候補のリストを出さなくても、使える文字全体の様子が

始めから見えているので、配列規則を決めて並べておけば、文字は

互いの位置を教え合う存在になり、鍵を知るのも、覚えるのも容易

になる。これによって、漢字など多数の文字を妥当な時間と労力で

打ち分けることができるようになる。

他には行われていない方式なので、まず、鍵盤から文字を入力する

場合に一般に行われている半角字の入力と漢字などをローマ字から

変換して入れる方式の要点を示し、両者の比較から、文字盤による

方式がよいといえることを説明する。
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次に、通常の鍵盤は文字鍵が50足らずしかなく、文字打鍵として

区別できるのは、シフトを使っても百足らずである。その鍵盤で

数千、数万の文字に対する文字鍵を確保するため、多数の鍵盤を

手際よく切り替えて使う様式にした独自の階層化の方法について

説明する。

そして、

この方式による入力操作の感じが掴めるように、短い文章を例に、

打鍵に伴って入れ替わる盤面の様子を一連の鍵盤図で示す。

また、文字の割り当てを定義するファイルの書式についても、

資料として、最後に収めてある。

  この方式は、92年に具体化して、自分がテキスト入力全般に用いているものである。
本稿は Windows XP、OpenOffice.org Impressで作成し、文字はこの方式で入力している。
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5一般的な鍵盤の模式図（文字入力の主要部）

はじめに、
一般に行われている 鍵盤からの文字入力 の
要点を以下20枚のスライドで説明する。
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6鍵盤からの通常の文字入力
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キートップに「K」と刻んである鍵を打てば、「k」の字が入る。
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「a」を入れるなら、「A」と刻んである鍵を打てばよい。

鍵盤からの通常の文字入力
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大文字「N」なら、シフトを押しながら「N」の鍵を打てば入る。

鍵盤からの通常の文字入力
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漢

ShiftN

鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

漢字等を 鍵盤から入る２字の符丁(符牒)で表して入れる。

1

2

例えば、“4Aと打ったら漢の字が入る”というやり方である。
この方法で約１万の文字を打ち分けることができる。
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但し、入力しようとする文字の符丁を覚えている必要がある。
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

1

2
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

1

2

つまり、
符丁を構成する文字の鍵については、盤面を見ればわかるが、
どう綴ればよいかは、盤面を見てもわからない。

但し、入力しようとする文字の符丁を覚えている必要がある。



12

K A

G H J K L +
;

*
:

}
]FDSACapsLock

T Y U I O P `
@

{
[REWQ

B N M <
,

>
.

?
/

_
\

ShiftVCXZShift

$
4

!
1

)
9

%
5

#
3

&
6

'
7

(
8

 
0

=
-

~
^

|
\

“
2

半角/
全角

Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 無変換 変換 Altカタカナ
ひらがな Ctrl

Enter

“
2

 
0

#
3

#
3

kaN

漢字

漢

ShiftN

+
; z$

4
ShiftA

鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

文字コードのような 文字配列の番号 を符丁にして入力する。

1

2.1

2.2

例えば、“漢は、区画20の33番目にあるので、2033 と打つ”と
いうやり方である。 
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配列規則を手掛かりに出来るが、直ぐ分かるとは限らない。
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読みのローマ字表記を符丁にして、内部で目的字に変換させる。
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

但し、どこまでが読みか、その終りを知らせる打鍵が要る。
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2.1

2.2

2.3
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

更に、読みの同じ文字が複数あれば、これだけでは定まらない。

1

2.1

2.2

2.3

そのため、通常、その複数が“候補”として画面に表示される。
ここで、やっと、目的の字を見て確認することができる。
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

それから、目的字の鍵を打つ(１打鍵で区別可能な数は94まで)。
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同様に、「字」のつもりなら…
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

となる。が、何か冗長なやり方という感じがする。そこで…
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法
語句を単位にし、その読みを符丁にして目的表記に変換させる。
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2.4
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K A N J I 感じ 漢字 幹事 寛二 …

鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法
こうしても、一般には同じ読みの表記が他にあり得るので…
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法
候補から選ぶ打鍵も要る。方法としては2.3と変らない。が…
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？ 一入 行火 三和土… 

鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法
字は知っていても、語句の読みを知らない時は候補も出せない。
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2.3

2.4
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鍵盤にない文字を入力する場合に一般に採られている方法

1

2.1
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2.3

2.4 ？ 一入 行火 三和土… 

このようなもどかしさは、結局、キートップがアルファベットに

固定しているという事情から生じている。つまり、文字は表記の

単位であり、図形としてのその形（字形）が情報を担っている。

もし、漢字などの一般文字にも文字鍵があれば、始めからそれを

見て打つ操作で入力できる。鍵を知っていれば、無論 見なくても

打てる。適切な配列にして、文字同士の関係を 鍵の位置関係に

対応付けておけば、目的鍵を探すのも、覚えるのも容易になる。

符丁で特定するやり方では、位置関係の図的直観性も活かせない。
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Shiftなし

キートップがダイナミックに替わる鍵盤

g h j k l ; : ]fdsaCapsLock

t y u i o p @ [rewq

b n m , . / \ ShiftvcxzShift

41 953 6 7 8 0 - ^ \2全角
Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

G H J K L + * }FDSACapsLock

T Y U I O P ` {REWQ

B N M < > ? _ ShiftVCXZShift

$! )%# & ' ( = ~ |“ Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

そこで、キートップをダイナミックに替える。

Shiftを押している状態
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棺 款 歓 汗 漢 澗 潅 環桓柑敢換CapsLock

官 寛 干 幹 患 感 慣 憾完姦堪喚

管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 Shift竿看監甘Shift

瓦粥 刊乾苅 侃 冠 寒 勘 勧 巻刈半角
Back
Space

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

漢3

キートップが「漢」の鍵を打てば、「漢」の字が入る。

図の漢字配列は、
日常よく使う漢字約３千字を読みの五十音順に並べて、
94文字ずつ区切った表の一部(JIS X 0208 20区１～47点)
で、かゆ～カンのあたりが並んでいる。

漢字など一般文字の文字鍵が並ぶ鍵盤による文字入力

↑

漢
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詞 詩 試 誌 諮 資 賜 雌視至脂肢CapsLock

死 氏 獅 祉 私 糸 紙 紫止枝旨施

侍 児 字 寺 慈 持 時 Shift似事歯飼Shift

屍姉 指市子 師 志 思 支 孜 斯姿 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

漢字3

キートップが「字」の鍵を打つと、「字」の字が入る。

図の漢字配列は、
前図と同様、JIS X 0208 の一部で、
27区48～94点、シ(後半)～ジ(前半)のあたりである。

漢字など一般文字の文字鍵が並ぶ鍵盤による文字入力

漢 字
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漢3

但し、文字の鍵を打つ前に、その鍵盤を出すための打鍵が要る。

漢字など一般文字の文字鍵が並ぶ鍵盤による文字入力

棺 款 歓 汗 漢 澗 潅 環桓柑敢換CapsLock

官 寛 干 幹 患 感 慣 憾完姦堪喚

管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 Shift竿看監甘Shift

瓦粥 刊乾苅 侃 冠 寒 勘 勧 巻刈半角
Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

？

そこで、
文字の入る鍵盤(文字鍵盤)の群だけではなく、
その群を統括する上位の鍵盤も導入して、その文字鍵で、
文字鍵盤を仕分ける、という方法を採る。
即ち…
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← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter

文字鍵盤を仕分ける上位階層鍵盤（甲鍵盤）

譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝襦蝓蕁茵CapsLock

燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋漾沺檗棔

Shift纊 忞 犾 釗堯Shift

咫弌 悄圈辧 奸 屐 廖 戞 據 曄 ＊僉 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

文字鍵には文字鍵盤の内容が判る適切な文字を表示する。
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← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter

文字鍵盤を仕分ける上位階層鍵盤（甲鍵盤）

譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝襦蝓蕁茵CapsLock

燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋漾沺檗棔

Shift纊 忞 犾 釗堯Shift

咫弌 悄圈辧 奸 屐 廖 戞 據 曄 ＊僉 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

つまり、この鍵盤は文字鍵盤の“見出し”が並んでいる。



31文字鍵盤を仕分ける上位階層鍵盤（甲鍵盤）

譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝襦蝓蕁茵CapsLock

燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋漾沺檗棔

Shift纊 忞 犾 釗堯Shift

咫弌 悄圈辧 奸 屐 廖 戞 據 曄 ＊僉 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

図の例では、
漢字は、文字鍵盤内が読みの五十音順、あるいは、部首の順に
並べたものになっているので、それぞれの先頭字が出ている。
仮名は、文字鍵盤が五十音の行で分けたものになっている。
αはギリシャ文字、яはキリル文字、々や◇、①は記号類、
┨は罫線素、右上の＊は一時的割り当てに使える鍵盤である。

← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter

つまり、この鍵盤は文字鍵盤の“見出し”が並んでいる。
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粥3

「漢」は、粥から始まる鍵盤の見出し粥が出ている鍵を打ち…

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter
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棺 款 歓 汗 漢 澗 潅 環桓柑敢換CapsLock

官 寛 干 幹 患 感 慣 憾完姦堪喚

管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 Shift竿看監甘Shift

瓦粥 刊乾苅 侃 冠 寒 勘 勧 巻刈半角
Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt ７ Alt Ctrl

Enter

粥 漢漢3

その文字鍵盤（乙鍵盤）を出して、「漢」の鍵を打つ。

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列
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粥 漢漢3

文字が入ると、甲鍵盤に戻る。

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter
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粥 漢漢3

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter

察

同様に、「字」は 察 の乙鍵盤にあるので、その鍵を打って…
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漢字

乙鍵盤を出し(この場合Shiftを押した面で)「字」の鍵を打つ。

詞 詩 試 誌 諮 資 賜 雌視至脂肢CapsLock

死 氏 獅 祉 私 糸 紙 紫止枝旨施

侍 児 字 寺 慈 持 時 Shift似事歯飼Shift

屍姉 指市子 師 志 思 支 孜 斯姿 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

3 Shift粥 漢 察 字
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漢字3

更に、「の」であれば、な行の字なので、な の鍵を打って…

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

Shift粥 漢 察 字 な

← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter
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漢字の3

な行の鍵盤を出し、「の」の鍵を打つ。「の」が入って…

な に ぬ ね のCapsLock

ナ ニ ヌ ネ ノ

ShiftShift

半角 ﾈﾅ ﾆ ﾇ ﾉ Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt ａ Alt Ctrl

Enter

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

Shift粥 漢 察 字 な の
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甲鍵盤に戻る、という具合に進める。

漢字の3

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

Shift粥 漢 察 字 な の

← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter

文字やその割り当て方(配字)は、自由に決めることができる。
本稿では、自分が長年使っている配字（『き』）を例にして、
方式を具体的に説明する。『き』は、JIS X 0208 の全文字を
配している。
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ここで、「半角」と出ている鍵を打つと…

漢字の3

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

Shift粥 漢 察 字 な の 半角

← ↓ →

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇半角
Back
Space

↑Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter
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半角字の入る通常の鍵盤（単打鍵盤）に替わる。

Shift粥 漢字の漢3 察 字 な の 半角

g h j k l ; : ]fdsaCapsLock

t y u i o p @ [rewq

b n m , . / \ ShiftvcxzShift

41 953 6 7 8 0 - ^ \2全角
Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

このように様々に替わる配列を鍵盤の表情になぞらえて、
・１打鍵で半角英数字などを入れる状態を「単打相」、
・甲乙２打鍵で一般の文字を入れる状態を「複打相」、
・単打相・複打相を交互に切り替える鍵を「打相鍵」
と呼ぶ。



42「百相鍵盤」における文字入力の打鍵列

K kaNA

漢字

漢字“
2

'
7

)
9 0

ShiftN

“
2

 
0

#
3

#
3

+
; z$

4
ShiftA

K A N 漢字1 J I 4

？ 一入 行火 三和土… 

1

2.1

2.2

2.3

2.4

G H J K L +
;

*
:

}
]FDSACapsLock

T Y U I O P `
@

{
[REWQ

B N M <
,

>
.

?
/

_
\

ShiftVCXZShift

$
4

!
1

)
9

%
5

#
3

&
6

'
7

(
8

 
0

=
-

~
^

|
\

“
2

半角/
全角

Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 無変換 変換 Altカタカナ
ひらがな Ctrl

Enter

ところで、現在一般に使われている鍵盤では、
このようにキートップを替えることはできない。

そこで、当面、鍵盤は通常のものを使い、
その内容を画面に鍵盤図の様式で表示させ、
それをキートップの代りに見ることにする。

これによって、
“キートップがダイナミックに替わる鍵盤”
(百相鍵盤)をソフトウェア的に実現している。

Shift粥 漢字の漢3 察 字 な の 半角



43鍵盤図を表示させて文章を入力している様子

TOSHIBA DynaBook SS S5/280PNLN, Ubuntu 8.10 日本語 Remix, ki-xim-090530
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K54
(打相鍵)

鍵盤内容の画面表示様式（単打相）

K54

g h j k l ; : ]fdsaCapsLock

t y u i o p @ [rewq

b n m , . / \ ShiftvcxzShift

41 953 6 7 8 0 - ^ \2全角
Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

K55 K56 K57

K55 K56 K57

K63

K62

文字鍵配列を
模式図にする
だけであれば
こうなるが、
このままでは
各鍵の位置を
知るのに一寸
戸惑うので…

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [
a s d f g h j k l ; : ]

SP
z x c v b n m , . / \

a

倣 -- 予

々
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K54
(打相鍵)

鍵盤内容の画面表示様式（単打相）

K54

g h j k l ; : ]fdsaCapsLock

t y u i o p @ [rewq

b n m , . / \ ShiftvcxzShift

41 953 6 7 8 0 - ^ \2全角
Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

K55 K56 K57

K55 K56 K57

K63

K62

指を置く左右
の基本位置を

で示して、
相対的に掴み
やすくする。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [
a s d f g h j k l ; : ]

SP
z x c v b n m , . / \

a

倣 -- 予

々
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K54
(打相鍵)

　　は Shift
を押している
ことを表す。
右のShift を
押していても
左側に示す。

K54

G H J K L + * }FDSACapsLock

T Y U I O P ` {REWQ

B N M < > ? _ ShiftVCXZShift

$! )%# & ' ( = ~ |“ Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

K55 K56 K57

K63

K62

K55 K57

鍵盤内容の画面表示様式（単打相 Shiftを押した状態）

! “ # $ % & ' ( ) = ~ |
Q W E R T Y U I O P ` {
A S D F G H J K L + * }

SP
Z X C V B N M < > ? _

A

<= A_ 予

M_

K56
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K54
(打相鍵)

鍵盤内容の画面表示様式（複打相 甲鍵盤）

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

K54

澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αかさたなCapsLock

后 此 察 次 宗 勝 拭 ①まやらわ

福 法 漫 諭 痢 蓮 я Shift鼻は函如Shift

半角 院々 供押亜 魁 粥 機 掘 検 ┨ ＊◇ Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt あ Alt Ctrl

Enter

K55 K57

K55 K56 K57

K63

K62

文字鍵盤との
区別が、
見て直ぐ判る
ように、色を
変えてある。

K56
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K54
(打相鍵)

　　は

この乙鍵盤を
甲鍵盤で出す
時に打つ鍵の
位置を示す。

鍵盤内容の画面表示様式（複打相 乙鍵盤）

K54

綾 鮎 或 粟 袷 安 庵 按絢飴虻姐CapsLock

葦 芦 鯵 梓 圧 斡 扱 宛旭渥握悪

杏 以 伊 位 依 偉 囲 Shift鞍闇案暗Shift

阿亜 逢哀娃 愛 挨 姶 葵 茜 穐唖半角
Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt ３ Alt Ctrl

Enter

亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 茜 穐
悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵 梓 圧 斡 扱 宛

倣 ３ -- 予

姐 虻 飴 絢 綾 鮎 或 粟 袷 安 庵 按a
暗 案 闇 鞍 杏 以 伊 位 依 偉 囲

16区 ア～イ

K55 K56 K57

K55 K56 K57

K63

K62
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K54
(打相鍵)

但し甲鍵盤で
Shiftを押し
ながら打つ鍵
で出る乙鍵盤
の時は、

で表す。

鍵盤内容の画面表示様式（複打相 乙鍵盤）

K54

仆 仂 仗 仞 仭 仟 价 伉仄仍从亶CapsLock

弍 于 亞 亟 亠 亢 亰 亳舒亊豫亅

佗 佇 佶 侈 侏 侘 佻 Shift佝佛估佚Shift

个弌 乂丱丕 丶 丼 丿 乖 乘 亂丐 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt Alt Ctrl

Enter

K55 K56 K57

K55 K56 K57

K63

K62

倣 -- 予

亶 从 仍 仄 仆 仂 仗 仞 仭 仟 价 伉a
佚 估 佛 佝 佗 佇 佶 侈 侏 侘 佻

48区 一｜丶丿乙亅二亠人

亅 豫 亊 舒 于 亞 亟 亠 亢 亰 亳弍
丐 丕 个 丱 丶 丼 丿 乂 乖 乘 亂弌
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弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊

棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 斜 筺 紂 罅 隋

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝

堯 纊 忞 犾 釗

<= 00 A_ 予

M_

48～94区（第２水準）

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊

わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 α

如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

倣 あ -- 予

a

１～47区（『き』の配字）

! “ # $ % & ' ( ) = ~ |

Q W E R T Y U I O P ` {

<= SP A_ 予

A S D F G H J K L + * }M_

Z X C V B N M < > ? _

A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \

q w e r t y u i o p @ [

a s d f g h j k l ; : ]

z x c v b n m , . / \

倣 SP -- 予

々

a

<= A_ 予

<-

配字簿を取り替える

々 J3 J4

00 18 30 48 60 78 90 A8 C0 E0 F8

倣 -- 予

<-

配字簿を取り替える

莞 観 諌 貫 還 鑑 間 閑 関 陥 韓 館

舘 丸 含 岸 巌 玩 癌 眼 岩 翫 贋 雁

<= A_ 予

頑 顔 願 企 伎 危 喜 器 基 奇 嬉 寄->

岐 希 幾 忌 揮 机 旗 既 期 棋 棄

20区 カン～キ

粥 刈 苅 瓦 乾 侃 冠 寒 刊 勘 勧 巻

喚 堪 姦 完 官 寛 干 幹 患 感 慣 憾

換 敢 柑 桓 棺 款 歓 汗 漢 澗 潅 環

倣 ７ -- 予

a

甘 監 看 竿 管 簡 緩 缶 翰 肝 艦

20区 かゆ～カン

燹 燿 爍 爐 爛 爨 爭 爬 爰 爲 爻 爼

倣 -- 予

犢 犧 犹 犲 狃 狆 狄 狎 狒 狢 狠 狡a

狹 狷 倏 猗 猊 猜 猖 猝 猴 猯 猩

64区 火爪爻爿片牛犬

爿 牀 牆 牋 牴 牾 犂 犁 犇 犒 犖牘

M_

単打鍵盤（単打字）

配字簿鍵盤（甲鍵盤選択）

々

M_

a

々

甲鍵盤（乙鍵盤選択） 乙鍵盤（複打字）

粥

燹

Shift

猥 猾 獎 獏 默 獗 獪 獨 獰 獸 獵 獻

<= Ｔ A_ 予

琥 珸 琲 琺 瑕 琿 瑟 瑙 瑁 瑜 瑩 瑰->

瑣 瑪 瑶 瑾 璋 璞 璧 瓊 瓏 瓔 珱

64区 犬玉

獺 珈 玳 珎 珀 珥 珮 珞 璢 琅 瑯玻

（例は「完」「璧」を入力する場合）

（裏甲鍵盤）

単打相 複打相

文字入力に関与する鍵盤の遷移

百相鍵盤の骨格



51

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a

以下、『き』による文字入力の感じが掴めるように、

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

という文を入力して行く一連の打鍵を鍵盤図(86枚)で示す。

  これから打つ鍵を（Shiftは押す時と放す時に）＿で示す。

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
打相鍵(K54)を
打って…



52

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

甲鍵盤にする。

「 は あ行の鍵盤に
あるので、
あ の鍵を打って…



53

ﾝ ｯ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｢ ｣
ン ッ ヶ ヵ ア イ ウ エ オ 「 」

倣 　 -- 予

ん っ あ い う え お ゛a
〈 〉 〔 〕 ‘ ’ ー 、 。 ・

あ行、記号

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

あ行の鍵盤にする。

「 は
右小指上段斜右に
あるので、 
その鍵を打つと…



54

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

「 が入って
甲鍵盤に戻る。

百 は 
鼻から始まる鍵盤に
あるので、
鼻 の鍵を打って…



55

鼻 柊 稗 匹 疋 髭 彦 膝 菱 肘 弼 必
畢 筆 逼 桧 姫 媛 紐 百 謬 俵 彪 標

倣 ｖ -- 予

氷 漂 瓢 票 表 評 豹 廟 描 病 秒 苗a
錨 鋲 蒜 蛭 鰭 品 彬 斌 浜 瀕 貧

41区 ビ～ヒン

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

鼻から始まる鍵盤を
出す。
 
右中指上段にある
百 の鍵を打つと…



56

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

百 が入って、
甲鍵盤に戻る。

相 は 
繊から始まる鍵盤に
あるので、
繊 の鍵を打って…



57

繊 羨 腺 舛 船 薦 詮 賎 践 選 遷 銭
銑 閃 鮮 前 善 漸 然 全 禅 繕 膳 糎

倣 ｈ -- 予

噌 塑 岨 措 曾 曽 楚 狙 疏 疎 礎 祖a
租 粗 素 組 蘇 訴 阻 遡 鼠 僧 創

33区 セン～ソウ

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

繊から始まる鍵盤に
する。

相は Shiftを押して
出す鍵盤(裏鍵盤)に
ある。



58

双 叢 倉 喪 壮 奏 爽 宋 層 匝 惣 想
捜 掃 挿 掻 操 早 曹 巣 槍 槽 漕 燥

<= A_ 予

争 痩 相 窓 糟 総 綜 聡 草 荘 葬 蒼->
藻 装 走 送 遭 鎗 霜 騒 像 増 憎

33区 ソウ～ゾウ

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

Shiftを押して、
その状態の鍵盤で、
左中指にある 相 を
打つと…



59

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

相 が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）



60

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

表甲鍵盤に戻る。

鍵 は 
検から始まる鍵盤に
あるので、
検 の鍵を打って…



61

検 権 牽 犬 献 研 硯 絹 県 肩 見 謙
賢 軒 遣 鍵 険 顕 験 鹸 元 原 厳 幻

倣 － -- 予

弦 減 源 玄 現 絃 舷 言 諺 限 乎 個a
古 呼 固 姑 孤 己 庫 弧 戸 故 枯

24区 ケン～コ

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

検から始まる鍵盤に
する。
 
左人差指上段にある
鍵 の鍵を打つと…



62

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

鍵 が入って、
甲鍵盤に戻る。

盤 は 
函から始まる鍵盤に
あるので、
函 の鍵を打って…



63

函 箱 硲 箸 肇 筈 櫨 幡 肌 畑 畠 八
鉢 溌 発 醗 髪 伐 罰 抜 筏 閥 鳩 噺

倣 ｘ -- 予

塙 蛤 隼 伴 判 半 反 叛 帆 搬 斑 板a
氾 汎 版 犯 班 畔 繁 般 藩 販 範

40区 はこ～ハン

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

函から始まる鍵盤に
する。

盤は裏鍵盤にある。



64

釆 煩 頒 飯 挽 晩 番 盤 磐 蕃 蛮 匪
卑 否 妃 庇 彼 悲 扉 批 披 斐 比 泌

<= A_ 予

疲 皮 碑 秘 緋 罷 肥 被 誹 費 避 非->
飛 樋 簸 備 尾 微 枇 毘 琵 眉 美

40区 ハン～ビ

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

Shiftを押して出る
鍵盤で、
右中指最上段にある
盤 の鍵を打つと…



65

盤 の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）



66

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

表甲鍵盤に戻る。

」 は、「と同類で 
あ行の鍵盤に
あるので、
あ の鍵を打って…



67

ﾝ ｯ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｢ ｣
ン ッ ヶ ヵ ア イ ウ エ オ 「 」

倣 　 -- 予

ん っ あ い う え お ゛a
〈 〉 〔 〕 ‘ ’ ー 、 。 ・

あ行、記号

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

あ行の鍵盤にする。

」 は
右小指上段「の右に
あるので、 
その鍵を打つと…



68

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

」 が入って、
甲鍵盤に戻る。

は は、 は行の鍵盤
にあるので、
は の鍵を打って…



69

ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ
ハ ヒ フ ヘ ホ

倣 ｃ -- 予

は ひ ふ へ ほa

は行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

は行の鍵盤にし、
 
右人差指左にある
は の鍵を打つ。



70

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

は が入って、
甲鍵盤に戻る。

、 は、 あ行の鍵盤
に配してあるので、
あ の鍵を打って…



71

ﾝ ｯ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｢ ｣
ン ッ ヶ ヵ ア イ ウ エ オ 「 」

倣 　 -- 予

ん っ あ い う え お ゛a
〈 〉 〔 〕 ‘ ’ ー 、 。 ・

あ行、記号

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

あ行の鍵盤にする。

、 は
右中指下段にある
ので、 
その鍵を打つ。



72

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

、 が入って、
甲鍵盤に戻る。

ここで改行する。
即ち、Enter(K63)を
打つ。

Enter



73

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

キ は、か行の鍵盤
にある。

か の鍵を打って…



74

ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ
カ キ ク ケ コ

倣 ｆ -- 予

か き く け こa

か行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

か行の鍵盤にする。

カタカナは上段に
配してある。
右人差指上段にある
キ の鍵を打つ。



75

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

キ が入って、
甲鍵盤に戻る。

ー は、 あ行の鍵盤
に配してあるので、
あ の鍵を打って…



76

ﾝ ｯ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｢ ｣
ン ッ ヶ ヵ ア イ ウ エ オ 「 」

倣 　 -- 予

ん っ あ い う え お ゛a
〈 〉 〔 〕 ‘ ’ ー 、 。 ・

あ行、記号

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

あ行の鍵盤にする。

ーは右人差指下段
(、の左)にある。
その鍵を打つ。



77

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

ー が入って、
甲鍵盤に戻る。

ト は、
た の鍵を打って…



78

ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ
タ チ ツ テ ト

倣 ｓ -- 予

た ち つ て とa

た行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

た行の鍵盤で、
右小指上段にある
ト の鍵を打つ。



79

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

ト が入って、
甲鍵盤に戻る。

ッ は、 あ行の鍵盤
に配してある。
あ の鍵を打って…
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ﾝ ｯ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｢ ｣
ン ッ ヶ ヵ ア イ ウ エ オ 「 」

倣 　 -- 予

ん っ あ い う え お ゛a
〈 〉 〔 〕 ‘ ’ ー 、 。 ・

あ行、記号

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

あ行の鍵盤で、

左薬指上段にある
ッの鍵を打つ。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

ッ が入って、
甲鍵盤に戻る。

半濁音は、
ま行の濁音相当の
位置に配してある。
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ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ
マ ミ ム メ モ

倣 ｒ -- 予

ま み む め もa

ま行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

ま行の鍵盤にする。

プは裏鍵盤にある。
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パ ピ プ ペ ポ

<= A_ 予

ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ->

ぱ行（半濁音）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

Shiftを押しながら
出る鍵盤で、
右中指上段にある
プ の鍵を打つ。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

プ の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）
表甲鍵盤に戻る。
全角英数字などは
半角字と同じ鍵を
打って、スペースを
送る形にしてある。
(はShiftを使うので
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
全角（も
Shiftを押しながら
半角(の位置、
即ち 廖が出ている
位置を打って…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

<= （ A_ 予

怦 怏 怺 恚 恁 恪 恷 恟 恊 恆 恍 恣->
恃 恤 恂 恬 恫 恙 悁 悍 惧 悃 悚

55区 彳心

悳 忿 怡 恠 怐 怩 怎 怱 怛 怕 怫怙
徙 忖 忤 忸 忱 忝徘 徠 徨 徭 徼 忻 Shiftを押したまま

出た鍵盤で、
（が示されている
スペース鍵を打つ。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

（ の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）
表甲鍵盤に戻る。

鍵 は、既に打った
ことがある。即ち、
検の鍵盤にある。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

検 権 牽 犬 献 研 硯 絹 県 肩 見 謙
賢 軒 遣 鍵 険 顕 験 鹸 元 原 厳 幻

倣 － -- 予

弦 減 源 玄 現 絃 舷 言 諺 限 乎 個a
古 呼 固 姑 孤 己 庫 弧 戸 故 枯

24区 ケン～コ
検から始まる鍵盤で
左人差指上段にある
鍵 の鍵を打つ。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）
全角）は、
前に打った全角（と
同様に入れる。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
Shiftを押しながら
半角)の位置、
即ち 悄が出ている
位置を打って…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

<= ） A_ 予

懈 懃 懆 憺 懋 罹 懍 懦 懣 懶 懺 懴->
懿 懽 懼 懾 戀 戈 戉 戍 戌 戔 戛

56区 心戈

憇 憬 憔 憚 憑 憫 憮 懌 懊 應 懷憊
慚 慟 慵 憙 憖慫 慴 慯 慥 慱 慝 慓 Shiftを押したまま

出た鍵盤で、
）が示されている
スペース鍵を打つ。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

） の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）
表甲鍵盤に戻る。

が は、か行にあり、
か行は既にキの時に
打ったことがある。
かの鍵を打って…
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ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ
カ キ ク ケ コ

倣 ｆ -- 予

か き く け こa

か行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

か行の鍵盤にする。

濁点字は裏鍵盤に
ある。
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ガ ギ グ ゲ ゴ

<= A_ 予

が ぎ ぐ げ ご->

が行（か行濁音）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

Shiftを押しながら
出る鍵盤で、
右人差指左にある
が の鍵を打つ。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

が の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

表甲鍵盤に戻る。
以後、半角字が続く
ので、
a が出ているK54を
打って、
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
単打鍵盤に
切替える。

スペースを打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
d を打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
y を打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
n を打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
a を打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
m を打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
i を打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
c を打ち…c を打ち…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
スペースを打つ。



109

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
ここから、全角字を
再開するので、
々 が出ているK54を
打って…
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

甲鍵盤に切替える。

なの鍵を打って…
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ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ
ナ ニ ヌ ネ ノ

倣 ａ -- 予

な に ぬ ね のa

な行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

な行の鍵盤で、

右人差指にある
に の鍵を打つ。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

変は、福から始まる
鍵盤にある。

福の鍵を打って…
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福 腹 複 覆 淵 弗 払 沸 仏 物 鮒 分
吻 噴 墳 憤 扮 焚 奮 粉 糞 紛 雰 文

倣 ｂ -- 予

聞 丙 併 兵 塀 幣 平 弊 柄 並 蔽 閉a
陛 米 頁 僻 壁 癖 碧 別 瞥 蔑 箆

42区 フク～へら

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

福から始まる鍵盤に
する。

変は裏鍵盤にある。
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偏 変 片 篇 編 辺 返 遍 便 勉 娩 弁
鞭 保 舗 鋪 圃 捕 歩 甫 補 輔 穂 募

<= A_ 予

墓 慕 戊 暮 母 簿 菩 倣 俸 包 呆 報->
奉 宝 峰 峯 崩 庖 抱 捧 放 方 朋

42区 ヘン～ホウ

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

Shiftを押して出る
鍵盤で、
左薬指最上段にある
変 の鍵を打つと…
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

変 の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

表甲鍵盤に戻る。

わ の鍵を打って…
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ﾜ ｦ
ワ ヰ ヱ ヲ

倣 ｑ -- 予

わ ゐ ゑ をa

わ行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

わ行の鍵盤にし、
 
右人差指左にある
わ の鍵を打つ。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

ら の鍵を打って…
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ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ
ラ リ ル レ ロ

倣 ｗ -- 予

ら り る れ ろa

ら行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

ら行の鍵盤にし、
 
右中指にある
る の鍵を打つ。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

「鍵盤」の表記は
既に打っている。

まず、
検 の鍵を打って…
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検 権 牽 犬 献 研 硯 絹 県 肩 見 謙
賢 軒 遣 鍵 険 顕 験 鹸 元 原 厳 幻

倣 － -- 予

弦 減 源 玄 現 絃 舷 言 諺 限 乎 個a
古 呼 固 姑 孤 己 庫 弧 戸 故 枯

24区 ケン～コ

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

検から始まる鍵盤で
左人差指上段にある
鍵 の鍵を打つ。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

盤 は 
函から始まる鍵盤に
あるので、
函 の鍵を打って…
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函 箱 硲 箸 肇 筈 櫨 幡 肌 畑 畠 八
鉢 溌 発 醗 髪 伐 罰 抜 筏 閥 鳩 噺

倣 ｘ -- 予

塙 蛤 隼 伴 判 半 反 叛 帆 搬 斑 板a
氾 汎 版 犯 班 畔 繁 般 藩 販 範

40区 はこ～ハン

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

函から始まる鍵盤に
し、
Shiftを押して…
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釆 煩 頒 飯 挽 晩 番 盤 磐 蕃 蛮 匪
卑 否 妃 庇 彼 悲 扉 批 披 斐 比 泌

<= A_ 予

疲 皮 碑 秘 緋 罷 肥 被 誹 費 避 非->
飛 樋 簸 備 尾 微 枇 毘 琵 眉 美

40区 ハン～ビ

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

Shiftを押して出る
鍵盤で、
右中指最上段にある
盤 の鍵を打つ。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

盤 の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

表甲鍵盤に戻る。

で は、
た の鍵を打って…
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ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ
タ チ ツ テ ト

倣 ｓ -- 予

た ち つ て とa

た行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

た行の鍵盤にする。

濁点字は裏鍵盤に
あるので…
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ダ ヂ ヅ デ ド

<= A_ 予

だ ぢ づ で ど->

だ行（た行濁音）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

Shiftを押しながら
出る鍵盤で、
右薬指にある
で の鍵を打つ。
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

で の字が入って、
Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

表甲鍵盤に戻る。

さ の鍵を打って…
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ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ
サ シ ス セ ソ

倣 ｄ -- 予

さ し す せ そa

さ行

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

さ行の鍵盤にし、
 
右中指にある
す の鍵を打つ。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

す が入って、
甲鍵盤に戻る。

。 は あ行の鍵盤に
配してあるので、
あ の鍵を打って…
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ﾝ ｯ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｢ ｣
ン ッ ヶ ヵ ア イ ウ エ オ 「 」

倣 　 -- 予

ん っ あ い う え お ゛a
〈 〉 〔 〕 ‘ ’ ー 、 。 ・

あ行、記号

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

あ行の鍵盤にして、
右薬指下段にある
。 の鍵を打つ。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

。 が入って、
甲鍵盤に戻る。

ここで、改行して
おく。即ち、
Enter(K63)を打つ。

Enter



135

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

さらに、
a が出ているK54を
打つと、
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

１打鍵で入力する
単打鍵盤に戻る。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

１打鍵で入力する
単打鍵盤に戻る。

このように、『き』では、上の文章を、Shiftの押し、放し、
半角/全角の切り替え、改行も含めて、86ステップの鍵操作で
入力できる。

例文の鍵盤図列は、１字ずつ打ち入れて行く場合であるが、
乙鍵盤には文字列を割り当てることもできるので、よく使う
語句であれば、その文字列を割り当てておいて、１文字分の
打鍵(即ち、甲、乙の２打鍵)で入れてしまうこともできる。

『き』には、百相鍵盤 という文字列も割り当ててあるので、
その入力操作を次に紹介する。
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

百相鍵盤  の文字列
は右小指最上段右端
見出しが＊の鍵盤に
配してある。
その鍵を打つと…

スライド54の状態に戻る。
( 4ステップ目)
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「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

任意の文字あるいは
文字列を割り当てた
鍵盤が出る。
百相鍵盤 の字列は
左小指最上段 名 の
鍵に配してある。
それを打つと…

名

倣 ￥ -- 予

a

当座の配字用鍵盤
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々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

「百相鍵盤」は、
キートップ（鍵）が dynamic に変わる鍵盤です。

百相鍵盤
が一遍に入って、
甲鍵盤に戻る。

以下、
」は、あ行の鍵盤に
あるので…と続く。

スライド66の状態になる。
(4ステップ目から17ステップ目に跳ぶ)
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現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a

次に、別の例として、

d=αβγ+λμν…

を入力して行く打鍵列を同様に示す。

“甲打省略”(乙鍵盤固定)仕様

乙鍵盤の文字鍵を打って文字が入ると、通常は甲鍵盤に戻る。
しかし、同じ乙鍵盤にある文字を次々入れて行きたい場合も
あるので、その時は、甲鍵盤に戻らずに、引き続き乙鍵盤で
打って行くこともできる。
即ち、
・乙鍵盤を出した時に、Shift K54 を打つと、以後、文字が
  入っても甲鍵盤には戻らず、その乙鍵盤で打ち続けること
  の出来る状態になる。
・その間、K54を打つと、複打相から単打相に変わるが、
  再びK54を打つと、複打相の乙鍵盤に直接戻る。
・この乙鍵盤で、再び Shift K54 を打つと、甲鍵盤に戻る。

上記文字列の例で、その操作を説明する。
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d=αβγ+λμν…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

d を打ち…1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
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d=αβγ+λμν…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

Shiftを押して…1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a



144

d=αβγ+λμν…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

= を打ち…! “ # $ % & ' ( ) = ~ |
Q W E R T Y U I O P ` {
A S D F G H J K L + * }

SP
Z X C V B N M < > ? _

A

<= A_ 予

M_
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d=αβγ+λμν…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

Shiftを放す。! “ # $ % & ' ( ) = ~ |
Q W E R T Y U I O P ` {
A S D F G H J K L + * }

SP
Z X C V B N M < > ? _

A

<= A_ 予

M_
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d=αβγ+λμν…

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]々
z x c v b n m , . / \

a
αは全角字なので、
々 が出ているK54を
打って…
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d=αβγ+λμν…

甲鍵盤に替える。
ギリシャ文字は
αの鍵盤にあるので
それを打って…

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）
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d=αβγ+λμν…

ギリシャ文字の鍵盤
を出す。
このままαを打つと
αが入った後甲鍵盤
戻ってしまうので、
Shiftを押して…

α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

表示が -> に変った
打相鍵 K54を打つと
…

Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι Κ Λ Μ
Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ Υ Φ Χ Ψ Ω

<= A_ 予

->

６区 ギリシャ文字（大文字）
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d=αβγ+λμν…

以後甲打を省略して
出る乙鍵盤になる。
甲鍵盤で当乙鍵盤を
出す位置を知らせる
■が■に変り、その
状態を表す。
Shiftを放して…

Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι Κ Λ Μ
Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ Υ Φ Χ Ψ Ω

<= A_ 予

->

６区 ギリシャ文字（大文字）
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d=αβγ+λμν…

表鍵盤にする。
αを打ち…

α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

βを打ち…α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

γを打つ。α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

次は半角字なので、
K54 を打って…

α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

単打鍵盤に替える。

Shiftを押して…

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]α
z x c v b n m , . / \

a

K54 はαに変わり、
次回は直接乙鍵盤に
戻ることを示す。
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d=αβγ+λμν…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

+ を打ち…! “ # $ % & ' ( ) = ~ |
Q W E R T Y U I O P ` {
A S D F G H J K L + * }

SP
Z X C V B N M < > ? _

A

<= A_ 予

M_
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d=αβγ+λμν…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

現在、
単打鍵盤なので
 々 が出ている
機能鍵(K54)を
打って…

Shiftを放す。! “ # $ % & ' ( ) = ~ |
Q W E R T Y U I O P ` {
A S D F G H J K L + * }

SP
Z X C V B N M < > ? _

A

<= A_ 予

M_
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d=αβγ+λμν…

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 - ^ \
q w e r t y u i o p @ [

倣 SP -- 予

a s d f g h j k l ; : ]α
z x c v b n m , . / \

a
次は、再びギリシャ
文字なので、
α が出ているK54を
打って…
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d=αβγ+λμν…

ギリシャ文字乙鍵盤
を再開する。
λを打ち…

α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

μを打ち…α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

νを打つ。α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

…は異なる乙鍵盤に
あるので、当乙鍵盤
の固定を解除して、
甲鍵盤に戻す。
まず、
Shiftを押して…

α β γ δ ε ζ η θ ι κ λ μ
ν ξ ο π ρ σ τ υ φ χ ψ ω

倣 ］ -- 予

a

６区 ギリシャ文字
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d=αβγ+λμν…

表示が <-に変るK54
を打つと…

Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι Κ Λ Μ
Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ Υ Φ Χ Ψ Ω

<= A_ 予

<-

６区 ギリシャ文字（大文字）
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d=αβγ+λμν…

Shiftを押した状態
の甲鍵盤(裏甲鍵盤)
に戻る。
Shiftを放すと…

弌 僉 辧 咫 圈 奸 屐 廖 悄 戞 據 曄 ＊
棔 檗 沺 漾 燹 瓠 癲 磧 筺 紂 罅 隋

<= 00 A_ 予

茵 蕁 蝓 襦 譟 蹇 遏 錙 陝 顱 髻 鵝M_
堯 纊 忞 犾 釗

48～94区（第２水準）
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d=αβγ+λμν…

表甲鍵盤に戻る。
…は々の鍵盤にある
ので、それを打って
…

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）
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d=αβγ+λμν…

その乙鍵盤を出し、
左小指下段に見える
…の鍵を打つ。

日 曜 時
´ ｀ ¨ ＾ ￣ ＿ ヽ ヾ ゝ ゞ 〃 仝
々 〆 〇 ― ‐ ／ ＼ ～ ∥ ｜

１
… ‥

記号（主に１区）

倣 -- 予

a なお、最上段左方に見える
日 は日付で、09-05-22
曜 は曜日で、金
時 は時刻で、16:31:59
のように打鍵時の値が入る。
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d=αβγ+λμν…

…が入って甲鍵盤に
戻る。

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①

倣 あ -- 予

な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 αa
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）
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以上、百相鍵盤の考え方と基本の入力操作について、鍵盤図
を示しながら、具体的に説明してきた。

文字はランダムに並んでいるわけではなく、自分で並べ方を
決めておくものなので、それぞれの文字鍵位置を知ることは
一般に受け取られているほど難しい問題ではない。
特に、配列規則を決めて並べておけば、文字は互いの位置を
教え合うように並ぶ状態になり、探すのも覚えるのも容易に
なる。
従って、知っている文字が打てるようになるだけではなく、
盤面から新たに知り、それも楽に打てるようにして行くこと
ができる。
その意味で、文字入力の方式として健全であるといえる。

そこで、百相鍵盤には、目的の鍵がなかなか分からない時、
あるいは、表記自体が分からない時に、字引で教わりながら
打って行き、次からは直接打てるようにする「倣い入力」と
呼ぶ特異な入力支援機能を実装してある。
また、割り当ててある文字の内容や文字列、機能などが、鍵
に表示される見出しからでは判らない時は、「下見」の機能
で知ることもできる。

むすび  1/2
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更に、音声による支援機能も、試行錯誤の段階ではあるが、
今後の資料となるように、組み込んである。

これらの機能については、稿を改めて説明する。

なお、使用する鍵や文字の割り当てを定義するファイルに
ついては、この後に、資料を収めてある。

むすび  2/2
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13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

54 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

63

52 53 55 48 56 57 66 65

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 49 6251

37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 6450

58

59 61 60

G H J K L +
;

*
:

}
]FDSACapsLock

T Y U I O P `
@

{
[REWQ

B N M <
,

>
.

?
/

_
\

ShiftVCXZShift

$
4

!
1

)
9

%
5

#
3

&
6

'
7

(
8

 
0

=
-

~
^

|
\

“
2

半角/
全角

Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 無変換 変換 Altカタカナ
ひらがな Ctrl

Enter

百相鍵盤で使う鍵の参照番号（配鍵番号　K54のように表す）
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13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

54 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

63

52 53 55 48 56 57 66 65

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 49 6251

37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 6450

58

59 61 60

G H J K L +
;

*
:

}
]FDSACapsLock

T Y U I O P `
@

{
[REWQ

B N M <
,

>
.

?
/

_
\

ShiftVCXZShift

$
4

!
1

)
9

%
5

#
3

&
6

'
7

(
8

 
0

=
-

~
^

|
\

“
2

半角/
全角

Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 無変換 変換 Altカタカナ
ひらがな Ctrl

Enter

百相鍵盤で使う鍵の参照番号（配鍵番号　K54のように表す）

百相鍵盤が処理の対象にする鍵は66鍵ある。
それを独自に付けた01～66の番号で区別する。
01～49　文字鍵(スペース鍵も文字鍵に含める)
50～53  押上鍵(Shift、CapsLock、Ctrl、Alt)
          *押している間、個々の鍵というより、盤面を替える鍵

54～57  百相鍵盤の機能指示鍵
58～63  倣い入力の時だけ指示に使う鍵
64～66　右側のShift、Ctrl、Alt(左側と等価)
書き示す時は、Kを冠せてK54のように表す。
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13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
63

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 49 6251

37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 6450

58

59 61 60

百相鍵盤の機能鍵４鍵の主な役割

       「配字簿」(文字の割当てを記したテキストファイル)に関する指示

       「倣い入力」(字引を使って、目的字の文字鍵あるいは表記自体を
        教わりながら打てる機能)に関する指示

        表示や音声通知の仕方に関する指示

       「下見」(文字鍵や機能鍵を打つと、実行はせずに、効果を表示
       あるいは音声で知ることのできる機能)の開始・終了の指示

K54

K55

K56

K57

54 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

52 53 55 48 56 57 66 65
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Shiftを押している状態

29 30 31 32 33 34 35 3628272625CapsLock

17 18 19 20 21 22 23 2416151413

Shift41 42 43 44 45 46 4740393837Shift

0401 090503 06 07 08 10 11 12 4902半角 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 48 Alt Ctrl

Enter

Shiftも区別した文字鍵の参照番号（文字鍵番号 k54のように表す）

79 80 81 82 83 84 85 8678777675CapsLock

67 68 69 70 71 72 73 7466656463

Shift91 92 93 94 95 96 9790898887Shift

5451 595553 56 57 58 60 61 62 9952 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 98 Alt Ctrl

Enter
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Shiftを押している状態

29 30 31 32 33 34 35 3628272625CapsLock

17 18 19 20 21 22 23 2416151413

Shift41 42 43 44 45 46 4740393837Shift

0401 090503 06 07 08 10 11 12 4902半角 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 48 Alt Ctrl

Enter

Shiftも区別した文字鍵の参照番号（文字鍵番号 k54のように表す）

79 80 81 82 83 84 85 8678777675CapsLock

67 68 69 70 71 72 73 7466656463

Shift91 92 93 94 95 96 9790898887Shift

5451 595553 56 57 58 60 61 62 9952 Back
Space

↑

← ↓ →

Ctrl Alt 98 Alt Ctrl

Enter

文字鍵を単独で打つか、Shiftを押しながら打つかも
区別した文字鍵打の記述に用いる鍵番号である。
単独の時は、配鍵番号自体で、Shiftを押しながらの時は、
50を加えた数で表す。この記法により、文字鍵打はすべて
十進数２桁(百進数１桁)の数値で表すことができる。
書き示す時は、小文字のkを冠せて、k54のように表す。
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0001
0002

0100

0200
 

0300

0400

  .
  .
  .
  .
  
4800

4900

5000

5100

5200

5300

  .
  .
  .

9900

9999

表甲見出し tab 標題 tab 読上文 tab メモ
裏甲見出し tab 標題 tab 読上文 tab メモ

(3～99行は予備)

乙鍵盤01

乙鍵盤02

乙鍵盤03

・
・
・

乙鍵盤48

乙鍵盤49

(5000～5099行は予備)

乙鍵盤51

乙鍵盤52

・
・
・

乙鍵盤99

配字簿

　文字打鍵を特定する記法

文字鍵打を、01～49、51～99という十進数２桁の

文字鍵番号で表すことにより、甲鍵盤で乙鍵盤を

出す打鍵(甲打)も、乙鍵盤で文字を入力する打鍵

(乙打)も、一様にそれぞれの文字鍵番号で表せる。

そこで、甲打、乙打の順に各文字鍵番号を並べた

４桁の数が行番号である行に、それで入る文字

(文字列)とそれに関連する事柄を記載する。

対応する打鍵のない00xx、xx00、xx50、50xx行は

次のように利用する。

0001 表甲鍵盤の標題行(配字簿の標題行も兼ねる)

0002 裏甲鍵盤の標題行

0003～0099、5000～5099 は、当面、メモに使う。

それ以外のxx00は表乙鍵盤の、xx50は裏乙鍵盤の

それぞれ標題行の記述に利用する。
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0001
0002

0100

0200
 

0300

0400

  .
  .
  .
  .
  
4800

4900

5000

5100

5200

5300

  .
  .
  .

9900

9999

表甲見出し tab 標題 tab 読上文 tab メモ
裏甲見出し tab 標題 tab 読上文 tab メモ

(3～99行は予備)

乙鍵盤01

乙鍵盤02

乙鍵盤03

・
・
・

乙鍵盤48

乙鍵盤49

(5000～5099行は予備)

乙鍵盤51

乙鍵盤52

・
・
・

乙鍵盤99

配字簿

　行内の記載書式

標題行

見出し tab 標題 tab 読上文 tab メモ

定義行

見出し tab 本字列 備考 tab 読上文 tab メモ

見出し、標題、本字列、読上文、備考、メモは、
いずれも文字列で、このうち本字列は半角スペース
を含まない。
見出しは、文字鍵に表示する文字で高々２字程度、
本字列は、入力する文字(文字列)が見出しと異なる
場合に記載する。
備考は、下見の時に、本字列と共に表示させて見る
ことのできる文字列で、入力はされない。本字列の
後にスペースを置いて区別する。
読上文は、行内容を音声で知らせる文字列である。
メモは、使用者が配字簿に書き留めておく文字列で
百相鍵盤は読み捨てる。
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 49
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36a

表甲鍵盤文字鍵番号 01～49

37 39 40 41 42 43 44 45 46 4738
倣 48 -- 予

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 49
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36a

表乙鍵盤標題 0300

37 39 40 41 42 43 44 45 46 4738
倣 48 -- 予

51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 99
63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74

<= 98 A_ 予

75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86->

裏乙鍵盤標題 0350

87 89 90 91 92 93 94 95 96 9788

0001
0002

0100

0200
 

0300

0400

  .
  .
  .
  .
  
4800

4900

5000

5100

5200

5300

  .
  .
  .

9900

9999

表甲見出し tab 標題 tab 読上文 tab メモ
裏甲見出し tab 標題 tab 読上文 tab メモ

(3～99行は予備)

乙鍵盤01

乙鍵盤02

乙鍵盤03

・
・
・

乙鍵盤48

乙鍵盤49

(5000～5099行は予備)

乙鍵盤51

乙鍵盤52

・
・
・

乙鍵盤99

配字簿の行と文字鍵の対応
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配字簿の実例 kiMap

々 ◇ 亜 院 押 魁 粥 機 供 掘 検 ┨ ＊
わ ら や ま 后 此 察 次 宗 勝 拭 ①
な た さ か 澄 繊 臓 叩 帖 邸 董 α

あ
如 函 は 鼻 福 法 漫 諭 痢 蓮 я

１～47区（『き』の配字）

倣 -- 予

a

亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 茜 穐
悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵 梓 圧 斡 扱 宛

倣 ３ -- 予

姐 虻 飴 絢 綾 鮎 或 粟 袷 安 庵 按a
暗 案 闇 鞍 杏 以 伊 位 依 偉 囲

16区 ア～イ

夷 委 威 尉 惟 意 慰 易 椅 為 畏 異
移 維 緯 胃 萎 衣 謂 違 遺 医 井 亥

<= A_ 予

域 育 郁 磯 一 壱 溢 逸 稲 茨 芋 鰯->
允 印 咽 員 因 姻 引 飲 淫 胤 蔭

16区 イ～イン

0001
0002

0100

0200
 

0300

0400

  .
  .
  .
  .
  
4800

4900

5000

5100

5200

5300

  .
  .
  .

9900

9999

々 １～47区 (『き』の配字)             
弌 48～94区（第２水準）

(3～99行は予備)
々

◇

亜

・
・
・

あ

個

(5000～5099行は予備)

弌

僉

・
・
・
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0001
0002

0100

0200
 

0300

0400

  .
  .
  .
  .
  
4800

4900

5000

5100

5200

5300

  .
  .
  .

9900

9999

々 １～47区 (『き』の配字)             
弌 48～94区（第２水準）

(3～99行は予備)
々

◇

亜

・
・
・

あ

個

(5000～5099行は予備)

弌

僉

・
・
・

亜 16区 ア～イ ;a, zU-ro^'ku
亜  常 7 ア ;a, TuGu
唖  10 ア ;a, ro-ano a
娃   9 ア アイ うつくしい ;a, a^i, uTukusI^-
阿  名 8 ア おもねる くま ;a, kuma
哀  常 9 アイ あわれ あわれむ;a^i, a^ware
愛  四13 アイ ;a^i, mede^ru
挨  10 アイ ;a^i, a^isaTu no a^i
姶   9 あい オウ ;a^i, mimeO^i
逢  10 あう ホウ ;a^u, ho^u
葵  名12 あおい キ ギ ;ao^i, ki, gi
茜  名 9 あかね セン ;akane, se^N
穐  16 あき シュウ ;a^ki, sU^u
悪  三11 アク オ わるい ;a^ku, o, war^i
握  常12 アク にぎる ;a^ku, niGiru
渥  名12 アク あつい うるおう;a^ku, aTu^i
旭  名 6 あさひ キョク ;a^sahi, kO^ku
葦  12 あし よし イ ;a^sI, O^sI
芦   7 あし ロ ;a^sI, ro
鯵  19 あじ ソウ ;a^zI, so^u
梓  名11 あずさ シ ;a^zusa, sI
圧  五 5 アツ おす ;a^Tu, osu
斡  14 アツ カン ワツ めぐる ;a^Tu, a'seNno a^Tu
扱  常 6 あつかう ソウ ;aTukau, so^u
宛   8 あて エン ;ate, e^N
姐   8 あね シャ ソ ;ane, aneGono ane
虻   9 あぶ ボウ ;a^bu, bo^u
飴  13 あめ イ シ ;ame
絢  名12 あや ケン ;aA, ke^N
綾  名14 あや リョウ ;aA, rO^u
鮎  名16 あゆ デン ネン ;a^U, de^N, ne^N
或   8 ある ワク ;a^ru, aru^iwa
粟  12 あわ ゾク ;a^wa, zo^ku
袷  11 あわせ コウ キョウ ;awase, ko^u, kO^u
安  三 6 アン やすい ;a^N, Asu^i
庵  11 アン いおり ;a^N, iori
按   9 アン ;a^N, osae^ru
暗  三13 アン くらい ;a^N, kurai
案  四10 アン ;a^N, aNna^ino a^N
闇  17 アン やみ ;a^N, Ami
鞍  15 アン くら ;a^N, kura
杏  名 7 アン あんず キョウ ;aNzu, kO^u
以  四 5 イ もって ;i, mo^'te
伊  名 6 イ これ ただ ;i, kore, ta^da
位  四 7 イ くらい ;i, kurai
依  常 8 イ エ ;i, e, Oru
偉  常12 イ えらい ;i, era^i
囲  四 7 イ かこむ かこう ;i, kakomu
３  ;saN, zeNkaku

 0300
 0301
 0302
 0303
 0304
 0305
 0306
 0307
 0308
 0309
 0310
 0311
 0312
 0313
 0314
 0315
 0316
 0317
 0318
 0319
 0320
 0321
 0322
 0323
 0324
 0325
 0326
 0327
 0328
 0329
 0330
 0331
 0332
 0333
 0334
 0335
 0336
 0337
 0338
 0339
 0340
 0341
 0342
 0343
 0344
 0345
 0346
 0347
 0348
 0349

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 49
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36a

表乙鍵盤標題 0300

37 39 40 41 42 43 44 45 46 4738
倣 48 -- 予

亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 茜 穐
悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵 梓 圧 斡 扱 宛

倣 ３ -- 予

姐 虻 飴 絢 綾 鮎 或 粟 袷 安 庵 按a
暗 案 闇 鞍 杏 以 伊 位 依 偉 囲

16区 ア～イ
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0001
0002

0100

0200
 

0300

0400

  .
  .
  .
  .
  
4800

4900

5000

5100

5200

5300

  .
  .
  .

9900

9999

々 １～47区 (『き』の配字)             
弌 48～94区（第２水準）

(3～99行は予備)
々

◇

亜

・
・
・

あ

個

(5000～5099行は予備)

弌

僉

・
・
・

夷 16区 イ～イン ;i, zU-ro^'ku
夷   6 イ えびす ;i, ebisu
委  三 8 イ ゆだねる くわしい;i, Udane^ru
威  常 9 イ おどす ;i, odosu
尉  常11 イ じょう ;i, zO^u, osae^ru
惟  名11 イ これ ただ ユイ ;i, kore, ta^da
意  三13 イ ;i, omo^u
慰  常15 イ なぐさめる なぐさむ ;i, naGusame^ru
易  五 8 イ エキ やさしい ;i, e^ki, AsasIi
椅  12 イ いす ;i, isu
為  常 9 イ ため なす ;i, tame, na^su
畏   9 イ おそれる ;i, osore^ru
異  六11 イ こと ;i, kotona^ru
移  五11 イ うつる うつす ;i, uTu^ru
維  常14 イ ;i, kore, Tuna
緯  常16 イ よこいと ;i, Okoito
胃  四 9 イ ;i, ibu^kurono i
萎  11 イ なえる ;i, nae^ru
衣  四 6 イ ころも きぬ ;i, koromo, ki^nu
謂  16 イ いう ;i, iu, iware
違  常13 イ ちがう ちがえる ;i, tIGau
遺  六15 イ ユイ のこす ;i, U^i, noko^su
医  三 7 イ いやす ;i, iA^su
井  常 4 い ショウ セイ ;i, i^do
亥  名 6 い ガイ ;i, ga^i, ino^sIsI
域  六11 イキ ;i^ki, saka^i
育  三 8 イク そだつ そだてる;i^ku, soda^Tu
郁  名 9 イク ;i^ku, kaGuwasI^i
磯  名17 いそ キ ;iso, ki
一  一 1 イチ イツ ひと ひとつ ;itI, hito^Tu
壱  常 7 イチ イツ ;itI, rAkuzIno itI
溢  13 イツ あふれる ;i^Tu, ahure^ru
逸  常11 イツ ;i^Tu, sore^ru
稲  常14 いね いな トウ ;i^ne, to^u
茨   9 いばら シ ジ ;i^bara
芋  常 6 いも ウ ;imo
鰯  21 いわし ;iwasI
允  名 4 イン まこと ゆるす ;i^N, makoto, Uru^su
印  四 6 イン しるし ;i^N, sIrusI
咽   9 イン エツ エン のど むせぶ ;i^N, no^do, musebu
員  三10 イン ;i^N, ka^zu
因  五 6 イン よる ;i^N, tIna^mu
姻  常 9 イン ;i^N, toTu^Gu
引  二 4 イン ひく ひける ;i^N, hiku
飲  三12 イン のむ ;i^N, no^mu
淫  11 イン みだら ;i^N, mi^dara
胤  名 9 イン たね ;i^N, ta^ne
蔭  14 イン かげ ;i^N, kusaka^Nmurino ka^Ge
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夷 委 威 尉 惟 意 慰 易 椅 為 畏 異
移 維 緯 胃 萎 衣 謂 違 遺 医 井 亥
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域 育 郁 磯 一 壱 溢 逸 稲 茨 芋 鰯->
允 印 咽 員 因 姻 引 飲 淫 胤 蔭
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